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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，メモリーブックを用いた集団への言語・心理的介入を，多施設での無作為
比較試験として実施し，認知・言語機能の向上，行動障害の軽減，心理的変化の促進を検証することである．対象は，
6施設に入所・通所中のアルツハイマー型認知症患者57例で，介入群48例，非介入群9例であった．介入群には約3か月
間（週1回，1時間，全12セッション）のメモリーブックを用いた集団介入，非介入群には各施設で通常行われているデ
イサービスなどが実施された．介入前後の神経心理検査の変化を2元配置分析で解析した結果，認知機能（MMSE），言
語機能（情景画説明）において，介入群に有意な変化を認めた．

研究成果の概要（英文）：　The aim of this study is to conduct the linguistic and psychological group 
intervention, using memory books as the random controlled study in various facilities and then verify the 
improvement of cognitive and linguistic function, lighten of behavioral and psychological symptoms. The 
participants are 57 individuals with Alzheimer’s disease who are in or going to 6 facilities, including 
48 samples of intervention group and 9 samples of non-intervention group. Intervention group experienced 
group intervention, using memory books for about 3 months (once a week, once an hour and total 12 
sessions) and non-intervention group was received usually day services at their facilities. As the 
analysis of two-way ANOVA of neuropsychological test’s between pre- and post-intervention, we found the 
significant change in intervention group in terms of cognitive function and linguistic function.

研究分野：言語聴覚療法学

キーワード： 認知症　非薬物療法　コミュニケーション　無作為比較試験　集団介入　言語聴覚療法　回想法　自伝
的記憶
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１．研究開始当初の背景 
 コミュニケーションとは，2 者間で何らか
の概念や情報を交換する行為であり，人の生
活手段として欠くことができないばかりで
なく，人としての存在の根幹をなす活動のひ
とつでもある．認知症者においては，原因疾
患や脳の損傷・変性部位により症状に違いは
あるものの，70％以上に聴覚障害や失語症な
ど何らかのコミュニケーション障害のある
ことが報告されている 9, 17)．これらのコミュ
ニケーション障害は，医療，介護といった認
知症者を取り巻く日常生活に広く影響を及
ぼす． 
 我々は，これまで，認知症者のコミュニケ
ーション能力を短時間で簡便に評価する検
査を開発し，この検査を主軸として認知症者
のコミュニケーション障害の類型化を試み，
タイプ別に支援方法を考案する試みを行っ
てきた 10-12)． 
その一つに，メモリーブックを用いた言
語・心理的介入がある．メモリーブックとは，
Bourgeois ら 2)が記憶障害や認知症者に向け
て開発したコミュニケーション促進ツール
であり，これまでの自分史と現在の生活につ
いて，写真と本人の認知・言語機能を考慮し
て作成した文章で構成される．認知・言語機
能の改善に加え，自分史を述懐することによ
る心理的変化も包含する介入方法である．米
国では，症例研究において効果が認められて
いる 3-6, 8)． 
 
２．研究の目的 
 本研究では，これまで個人を対象に行われ
てきたメモリーブックを用いた介入を，①本
邦の文化社会背景に合わせた，かつ，集団を
対象とした言語・心理的介入方法として再構
築し，②多施設での無作為比較試験を実施し，
③認知症者本人の認知・言語機能の向上，行
動障害の軽減，心理的変化の促進を検証する
ことを目的とする． 
 
３．研究の方法 
 本研究は，第 1研究（1年目），第 2研究（2・
3年目）から構成される． 
1）第 1 研究：米国で開発されたメモリーブ
ックを本邦の文化社会背景に合わせて改編
し，かつ我々がH24年度までに個別の症例に
予備的に試行して得た知見を基に，集団で実
施可能な言語・心理的介入方法として再構築
し，実施プロトコルを作成する． 
2）第 2 研究：第 1 研究の結果を踏まえて実
施プロトコルを修正する．複数施設の認知症
者を介入群と非介入群に無作為に割り付け，
前者にはメモリーブックを用いた介入を，後
者には一般的な介入を，それぞれ 3か月間実
施する．両群の介入前後に，本人については
認知，言語，行動障害，人生への肯定感を中
心とした心理的評価を，介護者については心
理的介護負担感の評価を実施する． 
 組み込み基準は，NINCDS-ADRDA ある

いは DSM-Ⅳによりアルツハイマー型認知症
（以下，AD）と診断された者，Mini Mental 
State Examination（以下，MMSE）が 5点
以上の者，である．除外基準は，集団での活
動に支障をきたす重度の聴覚障害や視覚障
害ならびに BPSD（認知症の心理・行動症状）
のある者，である．  
 介入にあたり，研究代表者所属機関の倫理
審査委員会の承認を得た．加えて，対象者が
入所・通所する施設責任者の承諾，対象者な
らびに家族の承諾を，文書で得た． 
 
４．研究成果 
1）第 1研究 
 研究代表者と分担研究者を含む計 8名の言
語聴覚士，臨床心理士が，先行して行ってき
たメモリーブックを用いた個人介入，集団で
の他の非薬物療法の知見を基に 1, 7, 13-14)，以
下の，プロトコルを確定した． 
 
①1クールの内容 
セッションは全部で 12 回であり，自伝的
記憶の聴取，写真やイラストとの統合，製本，
振り返りから構成された（表 2）． 

 

 
②1セッションの内容 
 1 セッションは，週 1 回，約 60 分．見当
識確認や，自伝的記憶想起の準備としての社
会的記憶紹介，思い出ノートの筆記，内容確
認などから構成された（図 1）． 
 

  
 
  
 

表 1 1クールの内容 

図 1 1セッションの内容と実施風景 



2）第 2研究 
①対象 
 鹿児島県，岡山県，福井県に在所の計 6施
設に，2014年 4月から 2015年 10月まで入
所・通所中で，上記組み込み基準を満たす
AD85 例をリクルートし，無作為に介入群と
非介入群に割り付けた．そのうち，28 例が，
転院・転所，内科・外科的疾患悪化，死亡，
拒否などの理由で，介入あるいは再評価が困
難であった． 
なお，当初の研究計画では，介入後の post
期間を非介入期とみなし，非介入群として分
析する予定であったが，予備的分析で，post
期は明らかに介入効果が維持・さらなる向上
することを確認したため，これらの群を非介
入群として分析すべきではないと判断した．
従って，分析対象は，介入群 45 例，非介入
群 9例となった（表 2）． 

 
②分析方法 
 認知，言語，自伝的記憶，BPSD，意欲情
動を測定する検査を実施し，介入（有・無）
×評価時期（初回・再）の 2要因分散分析を，
SPSS20にて行った. 
 
③結果 
＜メモリーブック＞ 
介入群 48例全てに，
各々1 冊のメモリー
ブックを作成した 
（図 2）. 

 
 
 
＜介入前後の神経心理検査の比較＞ 
・認知機能 
 MMSE の総合得点の平均は，介入群が初
期評価 16.2±4.9点，再評価 15. 3±6.5点，
非介入群が初期評価 14.8±3.6 点，再評価
11.0±4.7点であり，2要因分散分析において
交互作用を認めた（df=1, f=4.3, p＜005）．従
って，介入群は非介入群に比し，MMSE 得
点の低下が有意に少なかったことが示され
た（図 1）． 

・言語機能 
 語流暢テスト（「か」で始まる単語）の語
数の平均は，介入群が初期評価 3.6±4.0 語，
再評価 3.2±4.2語，非介入群が初期評価 3.2
±3.7語，再評価 2.9±4.0 点であり，2 要因
分散分析において差を認めなかった（df=1, 
f=0.01, ns）． 
 情景画説明（おばあさんと子どもたち）の
段階評価の平均は，介入群が初期評価 3.0±
1.4点，再評価 3.0±1.6点，非介入群が初期
評価 2.9±1.4点，再評価 1.7＋1.4点であり，
2 要因分散分析において交互作用を認めた
（df=1, f=5.00, p＜005）．従って，介入群は
非介入群に比し，絵を見て叙述する能力の低
下が有意に少なかったことが示された（図 2）． 

 
・自伝的記憶 
 自伝的記憶流暢性検査 15, 18)の総合得点の
平均は，介入群が初期評価 7.9±7.1点，再評
価 9.6±10.4 点，非介入群が初期評価 6.1±
2.7 点，再評価 6.3±4.7点であり，2要因分
散分析において交互作用を認めなかった
（df=1, f=0.8, ns）． 
 
・BPSD 
 neuropsychiatric inventory（以下，NPI）
の総合得点の平均は，介入群が初期評価 5.0
点，再評価 5.8 点，非介入群が初期評価 7.0
点，再評価 9.0 点であり，2 要因分散分析に
おいて交互作用を認めなかった（df=1, 
f=0.16, ns）． 
 
・意欲情動 
 能動的態度評価 16)の総合得点の平均は，介
入群が初期評価 49.3±22.5 点，再評価 49.3
±21.3 点，非介入群が初期評価 49.8±21.8
点，再評価 49.7±18.4点であり，2要因分散
分析において交互作用を認めなかった（df=1, 
f=0.8, ns）． 
 
5．総括   
本介入にリクルートした 85例中 28例が脱
落し，脱落率は 32.9％と高かった．その理由
のほとんどが転院・転所，内科・外科的疾患
悪化，死亡などであった. 高齢の認知症者を
対象にした介入研究の難しさを再認識する
結果であった．しかし，一方で，メモリーブ
ックを用いた介入を拒否したのは 2例のみで
あり，第 1研究で構築したメモリーブックを
用いた集団介入プロトコルが，認知症者に受
け入れやすいものであったことを示唆する

 例数 平均年齢 平均MMSE 
介入群 45 87.0±6.0 16.2±4.9 
非介入群 9 88.0±3.7 14.8±3.6 

表 2 分析対象 

図 2 メモリーブックの一例



と思われた。 
介入群と非介入群で，神経心理検査の初回
評価と再評価を比較したところ，両群とも全
ての得点が低下傾向で，AD という疾患特性
からみて妥当な結果であった．しかしながら，
その中で，認知機能検査である MMSE と，
言語機能検査である情景画説明において，介
入群の低下幅が有意に小さかったことが特
筆される．メモリーブック介入が，認知機能
全般と言語機能に効果をもたらしたことが
確認された．先行研究 3-8)で，これらの機能が
向上した報告はみられず，本研究でメモリー
ブックを用いた介入効果に関する新たな知
見を見出せた． 
言語機能のうち，語流暢テスト（「か」で
始まる単語）には有意な変化がみられなかっ
たことは，メモリーブックによる効果は情景
画説明のような提供された絵に対する説明
機能の賦活であって，語流暢テストのような
決められたルールに従って語彙を自ら産出
する機能に変化をもたらすものではないこ
とが示唆される．メモリーブックの一連の介
入，すなわち自伝的記憶を思い出し，話し，
書き，書いたものを音読するというプロセス
を繰り返したことで，側頭葉の言語野の機能
が賦活されたと思われるが，一方で前頭葉機
能への影響は期待できないとも言える． 
また，BPSDと意欲・情動に効果がみられ
なかったことについては，組み込み基準とし
て重篤な BPSD のない者を設定したことに
よる天井効果と，メモリーブックを用いた介
入の効果は日常生活全般への著明な意欲・情
動の変化にまで至らないことを示唆してい
る． 
ただし，今回は，当初の研究計画を修正し
たため，非介入群の数が少なかった．また，
非介入群にメモリーブックと似て非なるプ
ラセボの課題を課すことができなかった．本
研究で得られた効果を，よりエビデンスレベ
ルの高いものとするために，現在，これらを
解消するための研究を継続している． 
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